




dbang grags pa: 1404–69）が著したチベット語叙事詩『ラーマナ王物語』（Rā ma n. a’i gtam rgyud）1
の和訳研究である。同書はインドから伝わったラーマーヤナ物語2を題材にして書かれた極めて芸






物語が存在する4。de Jong (1972: 191)の推定によると、それらはチベットによる敦煌統治時代に





（Mahāvyutpatti）には (Skt.) sı̄tāharan. am, (Tib.) rol rnyed phrogs pa（no. 7629）の項目がある。シー
ター（Sı̄tā）の強奪（āharan. a）を主題とする物語といえば、明らかにラーマーヤナである。これら
1根本 2016aで本作品に関する一般向けの紹介を行なった。
2後述するように、チベットに伝わるこの物語の主人公の名はラーマナ（Rāman. a, Tib. Dga’ byed）であ
る。本稿で紹介する古典期のチベット文献に Rāmāyan. a「ラーマ（Rāma）の行状（ayan. a）」やそれに類する
表現は見られない。チベットに伝わったこの物語を「ラーマーヤナ」と呼称することは必ずしも妥当でな
いかもしれないが、本稿では従来の慣習（Thomas: “a Rāmāyan. a story in Tibetan”; Lalou: “l’histoire de Rāma
en tibétain”; de Jong: “an old Tibetan version of the Rāmāyan. a）に従って便宜的にこの表現を用いる。
3後述するように作品の題目には snyan dngags kyi bstan bcos「（美文）詩書」という語が含まれる。内容
と形式のいずれの点から見ても、本書は「美文詩」の定義を満たすと言えるであろう（cf. KĀ I 14–19）。な
お、チベット語の「ニェンガー」には snyan dngagsと snyan ngagの二つの表記が存在する。ツェテン・シャ
プドゥンの説明によれば、dngagsは ngagの古形である（根本・扎布 2020: 16）。
41929年に F. W. Thomasはロンドンにある A. Stein収集の敦煌文書の中から、四種の写本（A, B, C, D）
にラーマーヤナ物語を見出し、自身の英訳と共に紹介した。その後、M. Lalouはパリにある他の二種の写
本（E, F）に含まれるラーマーヤナ物語を新たに発見し、1936年に発表された論文で紹介している（de Jong
1972: 190）。敦煌文書に見られるラーマーヤナ物語の校訂テクストと翻訳が Balbir 1963、de Jong 1989に与
えられている。
5de Jongはチベットによる敦煌統治時代を「787年もしくは 782年から 848年までの間」とする。チベッ
トによる敦煌陥落を 787年とする説は Demiéville 1952によるものであり、782年とする説は Fujieda 1969
によるものである。しかしながら、その後発表された上山 (1990: 30)の考証によると、チベットによる敦煌
陥落は 786年であるという。岩尾 (2011: 219)も上山説を支持している。この説に従えば、かつて de Jong
によって推定された敦煌写本所収ラーマーヤナ物語の書写時期も「786年から 848年までの間」と修正する
べきであろう。




後伝期に活躍したアティシャ（Atiśa: 982–1054）の事績を綴った伝記『広伝』（Rnam thar rgyas










（Viśes. astavat. ı̄kā）にラーマーヤナ物語が紹介される10。『殊勝讃』（Viśes. astava）については現代の
学僧セツァン・ロサン・ペルデン（Bse tshang blo bzang dpal ldan: b. 1938）による浩瀚な註釈があ
り、そこではラーマーヤナ物語の内容がより詳細に論じられている11。
インド人の学者達のもとで学んだ経験を有するサキャ・パンディタ・クンガ・ギェルツェン（Sa
skya pan. d. ita kun dga’ rgyal mtshan: 1182–1251）は当然のことながらラーマーヤナを知っていた。







7Eimer 1979: [I] 236, [II] 206を参照。
8de Jong (1972: 191)によれば、敦煌文書に現れるラーマーヤナ物語に「アシャパ」という名の夜叉は登
場しない。したがって、少なくともアティシャ伝に言及される物語が、敦煌版と同一のものでないことは確
かである。
9Eimer 1979: [I] 8; de Jong 1983: 167を参照。
10de Jong 1983: 180f.; Schneider 1993: 118f.; van der Kuijp 1996: 394を参照。プラジュニャーヴァルマン
が物語の紹介を行なっているのは、『殊勝讃』の次の詩節に対する註釈である。VS 16 (Schneider 1993: 56):
mi dbang dga’ byed gos sred sogs || nags tshal nas ni phyir yang mchis || bde gshegs khyod ni dben pa yi || bdud
rtsis ngoms pas phyir mi byon ||（「ラーマやアンバリーシャなどの王達は森から再び戻って来た。しかし、善
逝よ、あなたは隠遁という甘露に満足していたので、決して戻って来ることがなかった。」）
11Mchod sprin 205.19ff. (ad VS 16)を参照。さらに、セツァン・ロサン・ペルデンは、プラジュニャーヴァ
ルマンが註釈を施していない『殊勝讃』第 33詩節についても詳細な説明を与え、ラーマーヤナ物語の内容
を紹介している（Mchod sprin 292.8ff.）。VS 33 (Schneider 1993: 60): dga’ byed chung ma’i don gyi phyir ||
rgya mtsho’i pha rol son zhes grag || khyod kyis bud med stong phrag ni || brgyad cu spangs nas nags su gshegs ||
（「ラーマは妻のために海の向こうへ渡ったということが知られている。ところが、あなたは八万の女性を
捨てて森に行った。」）
12第 8章「行動についての考察」（bya ba brtag pa）の第 18番目の詩節である。
13ここでは’dodを「欲望」ではなく「欲望対象」の意味で理解するべきである。「欲望に執着した」では
意味をなさない。今枝 2002: 142:「欲望に執着したためにスリランカのラーヴァナ王は殺された。」
14Sa skya legs bshad 322 (cf. Davenport 2000: 321ff.): chen po rnams kyis rtsed mo dang || bde dang zas la
chags pa spang || ’dod la zhen pa’i le lan gyis || ’bod grogs lang kar bsad ces grags ||
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インドの詩論家ダンディン（Dan. d. in: 7世紀頃）の『詩鏡』第 2章の第 301–302詩節に「高貴」







入れて森に移り住むことを決めたラーマの並外れた高邁な精神（bsam pa rgya che ba）を描写して
いる19。第 302詩節は、悪魔ラーヴァナの傑出した財力（’byor ba rgya che ba）を描写している20。
これらの詩節に対する註釈の中で、多くのチベットの註釈者達がラーマーヤナ物語の内容を叙述
している。それらの内で、リンプンパの註釈に先立って書かれたナルタン・ロツァーワ・ゲンドゥ
ンペル（Snar thang lo tsā ba dge ’dun dpal: ca. 1400）、別名サンガシュリー（Saṅghaśrı̄）の 1429年
頃に書かれた註釈には、独自の要素を多く含んだ物語が紹介される21。18世紀に現れたカムトゥ
ル・テンジン・チューキ・ニマ（Khams sprul bstan ’dzin chos kyi nyi ma: 1730–1779）は、ナルタ
ン・ロツァーワの伝承の誤りを指摘している22。カムトゥルは自身の『詩鏡』註釈において、マル
トゥン・チューギェルとリンプンパが伝える物語を下敷きとし、自身の師シトゥ・チューキ・チュ
ンネ（Si tu chos kyi ’byung gnas: 1699/1700–1774）を通じて知り得たインドの伝承に関する情報を
与えながら、ラーマーヤナ物語を記述している。また、カムトゥルはインドやネパールに伝わる




15Sa legs ’grel pa 190.12ff. (cf. de Jong 1983: 169ff.)を参照。
16Seng ge’i nga ro 288.12ff. (cf. de Jong 1983: 177, 181)を参照。
17KĀ II 301: guroh. śasanam atyetuṁ na śaśāka sa rāghavah. | yo rāvan. aśiraśchedakāryabhāre ’py aviklavah. ||;
KĀS 31b2: rā ba n. a yi mgo gcod pa’i || bya ba’i khur yang bzod pa yi || ra ghu’i bu des bla ma yi || bka’ las ’da’
bar nus ma gyur ||
18KĀ II 302: ratnabhittis.u saṁkrāntaih. pratibimbaśatair vr
˚
tah. | jñāto laṅkeśvarah. kr
˚
cchrād āñjaneyena tattvatah.
||; KĀS 31b2f.: rin chen rtsig pa la ’phos pa’i || gzugs brnyan brgya yis bskor gyur pa || langka’i dbang phyug de
kho na || anydza na phus dka’ bas shes ||
19Seng ge’i nga ro 435.3ff.を参照。
20Seng ge’i nga ro 442.17ff.を参照。
21de Jong 1983: 173ff.を参照。
22de Jong 1983: 177を参照。
23’Jug pa bcu’i gtam 711.4ff. (cf. van der Kuijp 1996: 399)を参照。
10 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 18号
その後、19世紀から 20世紀にかけて活躍したシェルシュルワ・ガワン・テンペー・ギャンツォ
（Zhal shul ba ngag dbang bstan pa’i rgya mtsho: 1858–1917）はチューワンタクパの『ラーマナ王物
語』に対する註釈を著した。この註釈付きの『ラーマナ王物語』刊本は四川民族出版社から出版さ
れ、難解で知られる同作品が多くのチベット人読者に受け入れられる契機を作った。アムド地方出
身で夭折した作家トンドゥプギャ（Don grub rgyal: 1953–1985）は『ラーマナ王物語』の講義を行
ない、シェルシュルワの解釈を所々で批判しながら独自の解釈を展開した。青海ラジオ局（Mtsho
sngon rlung ’phrin khang）で収録されたトンドゥプギャの講義の音源は広く普及し、現在もアムド
地方の知識人や学生の間で聴かれている。
ゲンドゥン・チューペル（Dge ’dun chos ’phel: 1903–51）はインド滞在中に得た知識をもとに









作者チューワンタクパは、晩年のツォンカパ・ロサンタクパ（Tsong kha pa blo bzang grags pa:
1357–1419）の薫陶を受け、その高弟ケードゥプジェ・ゲレク・ペルサンポ（Mkhas grub rje dge
legs dpal bzang po: 1385–1438）に師事したゲルク派の学僧である。デシ・サンギェ・ギャンツォ
（Sde srid sangs rgyas rgya mtsho: 1653–1705）が著した『ヴァイドゥーリヤ・セルポ』（Baid. ūrya ser






ru dpal ’khor）の座主も務めた。1469年にナクショ（Nags shod）のナムギェル・ペルバル（Rnam
rgyal dpal ’bar）僧院にて遷化した25。
チューワンタクパの全集（gsung ’bum）は存在しない。ケードゥプジェ全集の中にはチューワン




ンポ（Rin chen bzang po: 958–1055）の事績を描写した叙事詩『翻訳官リンチェン・サンポ伝』（Lo
24Baid. ūrya ser po 72.8ff.を参照。同じ記述がトゥカン・ロサン・チューキ・ニマ（Thu’u bkwan blo bzang
chos kyi nyi ma: 1737–1802）の学説綱要書にも見られる（立川他 1995: 54）。
25チューワンタクパの事績については『雪域歴代名人辞典』の Zhang zhung chos dbang grags paの項目お
よび Gser gyi sbram bu [I] 466.1ff.を参照。
26同作品については根本 2016b: 21を参照。
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Rgyal po rā ma n. a’i gtam rgyud las brtsams pa’i snyan dngags kyi bstan bcos dri za’i bu mo’i rgyud
mangs kyi sgra dbyangs
ラーマナ王の物語に基づく詩書：ガンダルヴァの天女が奏でるヴィーナーの音色
題目が示すように、本書は美文詩（snyan dngags, Skt. kāvya）の作品である。ここで bstan bcos
（Skt. śāstra）という語は、必ずしも仏教文献で定義されるような、煩悩の制圧（’chos pa, Skt. śāsana）
と救済（skyob pa, Skt. trān. a）をもたらす清浄な言葉からなる論書29ではなく、書一般を意味する
のであろう。本書が扱うのは「物語」（gtam rgyud, Skt. ākhyāna）である。rā ma n. a’i gtam rgyud
「ラーマナ物語」の代わりに rā ma n. a’i rtogs brjod「ラーマナ・アヴァダーナ」という呼称が用いら
れることもあるが、本書は決して証得（rtogs pa）の功徳についての叙述（brjod pa）を行なう宗教
作品ではない30。その場合の rtogs brjod（Skt. avadāna）という語は、例えばポラワ・ソナム・トプ
ギェ（Pho lha ba bsod nams stobs rgyas: 1689–1747）の生涯を綴った物語Mi dbang rtogs brjod『王
者のアヴァダーナ』の場合と同様に、人物の外的な活動を述べた「物語」を意味するものとして
理解すべきであろう。
『ラーマナ王物語』は全て韻文で書かれている。Bkra bho (ed.) 2002: 680によれば、合計 1020







素」（don rgyan, Skt. arthālaṁkāra）として挙げられる隠喩（gzugs can, rūpaka）、詩的空想（rab rtog,
utpreks.ā）、縮約表現（bsdus brjod, samāsokti）などや、第 3章に「言葉の装飾要素」（sgra rgyan,
27Martin 2008に『翻訳官リンチェン・サンポ伝』の解題、チベット語校訂テクスト、詳細な註を含む英
訳がある。
28Rgya ye bkra bho (ed.) 2018: 85ff.を参照。
29ジャムヤンシェーパ・ガワン・ツォンドゥの『般若波羅蜜多考究』（Phar phyin mtha’ dpyod）によると、
論書（bstan bcos）は以下のように定義される。Rin chen sgron me 121b1ff.: ’chos skyob kyi yon tan gnyis dang
ldan pa’i rjod byed rnam dag bstan bcos kyi mtshan nyid yin te | bstan bcos kyi skad dod shāsatra la nges tshig gis
bshad na shā sa na ’chos pa dang | tra’am tra ya ni skyob pa dang sgrol ba sogs la ’jug pa’i phyir | rnam bshad rigs
pa las | nyon mongs dgra rnams ma lus ’chos pa dang || ngan ’gro’i srid las skyob byed gang yin pa || ’chos skyob
yon tan phyir na bstan bcos te || gnyis po ’di dag gzhan gyi lugs la med || ces gsungs pa’i phyir | ’chi med mdzod




［< tra］あるいは trai［< tra ya］がそれぞれ救済あるいは超越などの
意味で適用されるゆえに。『釈軌論』に『全ての煩悩という敵を制圧し、悪趣から、またひいては生存から
救済するものは、śāsana［制圧］と trān. a［救済］という美質のゆえに śāstra［論書］といわれる。この二つ
の性質は他の教義にはない』と説かれるゆえに。また、『アマラ・コーシャ』にも『śāstraという語は nideśa
［命令］と grantha［論書］の意味で用いられる』と説かれるゆえに。」）









の受容の歴史において画期的な出来事であった。シェルシュルワの註釈付きの刊本は Rā ma n. a’i
rtogs brjodの題名で 1981年に四川民族出版社より出版された。1988年に出版された『チベット歴
代文学作品選《金塊》』（Gangs ljongs mkhas dbang rim byon gyi rtsom yig gser gyi sbram bu）32には
『ラーマナ王物語』全文が収録されている。1980年代に現れたこの二冊が、現代チベットの知識人
の間で『ラーマナ王物語』を浸透させる要因となった。
シェルシュルワは、しばしば『ラーマナ王物語』のタシルンポ木版本（Bkra shis lhung po dpar
ma）が与える異読に言及している。残念ながら現時点で筆者はタシルンポ版を入手できていない。
また、彼は複数の手書き写本（bris ma rnams）の存在を明らかにしており、それらに見られる異読











は中央民族大学でチベット文学を講じ、現代作家としても有名なジャバ（Bkra bha: b. 1960）に
よる新たな註釈書が出版された33。全ての詩節について単語の意味説明（ming ’grel）、逐語的註釈







31van der Kuijp 1996: 401に指摘されるように、カテン（ka phreng）の技法はサラハ（Saraha）の『カカ
スヤ・ドーハー』（Kakhasyadohā）のチベット語訳に既に見られる。





































る（Sa legs ’grel pa 191.1f.）。
37マルトゥンが伝える物語では、シヴァの舌に乗り移ったサラスヴァティーが無条件の「不死」という言
葉を、そのような条件付きの不死を意味する言葉に変えてしまったことにより、シヴァはラーヴァナを騙
す結果となる（Sa legs ’grel pa 191.10ff.）。チューワンタクパの物語では、シヴァの欺瞞は彼自身の無能力
によるものとされている。
38かつて Chandra Dasは Rol rnyed maというチベット語から*Lı̄lavatı̄というサンスクリットを想定した
（Tibetan-English Dictionary, s.v., rol rnyed）。しかし、その想定が誤りであることは de Jong 1972: 192に指摘
されている通りである。
































のラーマーヤナでは、この人物は*Lagśanaという名で呼ばれる（de Jong 1972: 194）。これは Laks.man. aの
転訛形かもしれない。
40リンプンパやカムトゥルが伝える物語では、羅刹女が鹿の姿に変身して現れ、ラーマナが鹿を追いかけ
ている内に、ラーヴァナがバラモンの姿になってシーターに接近している（Seng ge’i nga ro 290.22ff.; Rol
mtsho 436.15f.）。
41マルトゥンが伝える物語では、シーターに誘惑されそうになった弟ランクマナ（Lang ku ma na）が自




























鏡（me long）を付けることによって目印としている（Sa legs ’grel pa 193.8ff.）。リンプンパやカムトゥルが
伝える物語では、戦闘の一日目にラーマナはただ眺めているだけであり、二日目になってスグリーヴァに
加勢しようとしたが、激しく絡み合う二匹のいずれが敵でいずれが味方であるかを判別できず、三日目に
スグリーヴァが額に鏡を付けたので、バーリンを見出し、弓で仕留めている（Seng ge’i nga ro 291.20ff.; Rol
mtsho 437.16ff.）。
44マルトゥンが伝える物語によると、前者は「母の方法」（ma’i lugs）であり、後者は「父の方法」（pa’i
lugs）である（Sa legs ’grel pa 195.4ff.）。敦煌版ラーマーヤナの記述から分かるように、前者はハヌマンタ









陀というヴィシュヌの化身となって世界に出現したというインドの伝承に言及している（Seng ge’i nga ro
























48マルトゥンが伝える物語ではクンバカルナ（Kumbhakarn. a）という名前になっている（Sa legs ’grel pa
196.4）。敦煌版のラーマーヤナではクンバカルナ（Bum rna）の挿話がラーヴァナとの最終戦争の前に置か
れている（A301–311; de Jong 1972: 196f.）。
49本作品を含む多くのチベットに伝わるラーマーヤナにこの語形が見られる。rāman. aは使役語幹から派




典』（Sārasvatavyākaran. a）に依拠して次のような説明を与える。[1]動詞語根 ram「喜ぶ」「戯れる」に Kr
˚
t
接辞 yuが導入される。[2] yu接辞に anaが代置される。[3] ana接辞の n音に反舌音n.が代置され、ram-の
最初の母音 aにヴリッディ（vr
˚
ddhi）の ā音が代置される。以上により rāman. aという語形が成立する。[4]
rāman. aは行為者名詞であり、「喜ぶ人」（dga’ bar byed pa）もしくは「戯れる人」（rtsed mo byed pa）を意味
する（’Bab stegs 68.2ff.）。
[1] SVD 8a3f. (cf. A 3.1.134): pa tsi na nı̄ gra hā sogs la a yu n. i ni’o ||（「動詞語根 pac群、nand群、grah群
の後にそれぞれ a接辞、yu接辞、n. ini接辞が起こる。」）[2] SVD 8a3 (cf. Kāśikā on A 7.1.1): yu bu dag gi a
na a ka dag go ||（「yuに anaが、vuに akaが代置される。」）[3] SVD 2b7f. (cf. A 8.4.1): s.a ra rI las mtha’ ma
yin pa’i na’i n. a’o ||（「s.音、r音、r
˚
音のいずれかに後続し、最終音でない n音にn.が代置される。」）; SVD 5a1




に共通して見られる（Kapestein 2003: 760, fn. 43;榎 1940: 145;原 1978: 526ff.）。
51Rgya ye bkra bho (ed.) 2008: 699で指摘しているように、『ラーマナ王物語』が主眼とするのは物語のあ
らすじを記述すること（gtam rgyud kyi byung rim brjod pa）ではなく、情景や人物の心情を精緻に描写する


























de ni rgyal srid ’dzin ma la ||
’phrin yig rkang rjes ’god pa na ||
rgya mtsho’i mngal nas zla dkar bzhin ||
’chi med bu mo’i lang tsho ni ||
glo bur nyid du rnyings byed pa ||








チェンドゥプ（Bu ston rin chen grub: 1290–1364）、ツォンカパ・ロサンタクパ、ギェルツァプジェ・タルマ
リンチェン（Rgyal tshab rje dar ma rin chen: 1364–1432）、クンタン・テンペードゥンメ（Gung thang bstan
pa’i sgron me: 1762–1823）の名を挙げ、ガウダ様式の文体を好む書き手としてはケードゥプジェ・ゲレク・
ペルサンポ、シャンシュン・チューワンタクパ、ダライ・ラマ 5世ガワン・ロサン・ギャンツォ（Ngag dbang
blo bzang rgya mtsho: 1617–82）、ジャムヤンシェーパ・ガワン・ツォンドゥ（’Jam dbyangs bzhad pa ngag
dbang brtson ’grus: 1648–1721）の名を挙げている（Snyan ngag ’jug sgo 53.20ff.; Nemoto 2014: 305）。
18 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 18号
6詩脚で一つのまとまりをなす詩である。それぞれの詩脚は 7音節で構成される。第 1・2詩脚



















ある。なお、『詩鏡』第 1章第 89詩節の「賢者達」（vidagdha, mkhas pa）とそれに対比される「他
の人々」（itara, cig shos）がそれぞれガウダ人とヴィダルバ人を指しているのか、それとも世間の
賢者と愚者を指しているのかという問題がプーケーパ・ミパム・ゲレク・ナムギェル（Bod mkhas







53KĀ I 89: lokātı̄ta ivātyartham adhyāropya vivaks.itah. | yo ’rthas tenātitus.yanti vidagdhā netare yathā ||; ’jig
rten ’das shing brjod ’dod kyis || don gang shin tu bkod gyur pa || de yis mkhas pa shin tu ni || tshim ’gyur cig shos
ma yin dper ||





nih. śes.akilbis.am ||; deng nas bzung ste bdag gi khyim || lha yi khyim bzhin bsten par ’os || khyod kyi zhabs rdul
lhung ba yis || nyes pa dag ni ma lus bkrus ||
55KĀ I 91 (cf. KĀ I 87): alpaṁ nirmitam ākāśam anālocyaiva vedhasā | idam evaṁvidhiṁ bhāvi bhavatyāh.
stanajr
˚
mbhan. am ||; khyod kyi nu ma ’di lta bur || rnam par rgyas par ’gyur ba ’di || nges par ma brtags byed po yis
|| nam mkha’ dag ni chung ngur sprul ||
56KĀ I 92: idam atyuktir ity uktam etad gaud. opalālitam | prasthānaṁ prākpran. ı̄taṁ tu sāram anyasya vartmanah.
||; ’di ni ha cang brjod pa ’di || gau d. a pa la mdzes par brjod || ’jug pa snga ma gzhan gyi ni || lam la snying po
nyid du bshad ||







skye rgu’i rig sngags mkhan de rnams ||
sı̄ tā’i ming gi bzlas brjod kyis ||
’gram pa rus pa’i ’phrul ’khor ni ||
























Gangs ljongs mkhas dbang rim byon gyi rtsom yig gser gyi sbram bu. Ed. Blo bzang chos grags
and Bsod nams rtse mos bsgrigs. Xining: Mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 1988–1989.









Kāvya Texts from Bhutan: Reproductions of a Collection of Eleven Manuscripts of Works by Druṅ-
yig Rta-mgrin-dban-rgyal, Bod mkhas-pa Mi-pham-dge-legs-rnam-rgyal, Źan-źun Chos-dbang-
grags-pa, and Bo-doṅ Pan. -chen Phyogs-las-rnam-rgyal from the Monastery of Dpal-ri Rdo-rje-
gdan (Nor-bu-sgan). Thimphu. 1976.
3. Zhal:
Rgyal po rā ma n. a’i gtam rgyud las brtsams pa’i snyan ngag gi bstan bcos dri za’i bu mo’i rgyud
mang gi sgra dbyangs kyi ’grel ba dri med shes gyi ’bab stegs (Zhal shul ngag dbang bstan pa’i
rgya mtsho). In Rā ma n. a’i rtogs brjod. Chengdu: Si khron mi rigs dpe skrun khang. 1995.
4. Mkha’:
Rā ma n. a’i rtogs brjod chos dbang grags pa’i dgongs rgyan (Mkha’ ’bum). Lanzhou: Kan su’u
mi rigs dpe skrun khang. 2000.
5. Bkra:
Zhang zhung pa’i rā ma n. a’i rtogs brjod kyi ’grel pa skal ldan yid kyi mun sel (Bkra bha). Xining:


















1a: <RWoMcHo ] Σ; ,@WoLT`o Bkra.
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blo bzang「叡智」　輪廻的生存という一つの極端を終息させる手段（srid mtha’ ’gog byed）とな
る智慧60。甚深なる諸事物の実相をありのままに知る仏陀の智慧である（’Bab stegs 14.12f.）。こ
の「ロサン」（blo bzang）という語は、作者自身の師でもあるゲルク派の祖ツォンカパ・ロサンタ
クパ（Tsong kha pa blo bzang grags pa）を暗示する。
gzhal med「測り知れない」　トンドゥプギャによると、「測り知れない価値を有する」（rin thang
gzhal du med pa）、もしくは「測り知れない広さを有する」（rgya khyon gzhal du med pa）という意
味である。いずれの意味で理解しても良い（Track 1, 7:10）。
bsod nams「福徳」　寂静というもう一つの極端を終息させる手段（zhi mtha’ ’gog byed）となる
菩提心など（’Bab stegs 14.13f.）。
chags te「出現し」　ここでの動詞 chagsは thon「出現する」の意味である（’Bab stegs 14.15）。chags
には「固着する」「執着する」「愛好する」などの意味もあるので、「福徳という宝物を愛好する」
60AA I : prajñayā na bhave sthānaṁ kr
˚
payā na śame sthitih. |（「智慧によって輪廻的生存に依拠することがな
く、悲心によって寂静に依拠することがない。」）
Don bdun cu 13a1f.: srid mtha’ la mi gnas pa’i gzhi shes kyi mtshan nyid ni | thabs snying rje chen pos zin cing
mi rtag sogs bcu drug gang rung mngon sum du rtogs pa’i theg dman gyi rtogs rigs su gnas pa’i theg chen ’phags
pa’i mkhyen pa de de’i mtshan nyid |（「輪廻的生存という極端への不依拠をもたらす事智の定義：大悲という
方便と連合しており、〔十六行相に含まれる〕無常性などのいずれかを直接知覚に基づいて証得する、小乗
の証得の部類に属する大乗聖者の智慧——これがその定義である。」）; Don bdun cu 13a3f.: yang kun rdzob
la ltos pa’i zhi mtha’ ’gog byed kyi rigs su gnas pa’i theg chen ’phags pa’i mngon rtogs de | snying rjes zhi la mi
gnas pa’i lam shes kyi mtshan nyid |（「また、世俗的存在に依存する寂静という極端を終息させる手段の部類
に属する大乗聖者の現観——それが悲心による寂静への不依拠をもたらす道智の定義である。」）
22 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 18号
と解釈することも可能。また、ジャバは chags paという異読を採用し、...chags paを bdag「私」と
同格の形容詞句とみなして「福徳という宝物の只中に出現した私」と解釈する（Mun sel 2.10ff.）。
bdag nyid la ni snying nye ba「他ならぬ私に御心を寄せて下さる」　作者自身が守護者によって保
護されるに値するような充分な内的要因を完備していること（skyabs kyis skyob par rung ba’i nang




dbang gi rgyal po「自在王宝」　サンスクリットで「ヴァシラージャ」（vaśirāja）という。『華厳
経』「入法界品」などに現れる宝石の名前61。一切衆生にとっての一時的または究極的な全ての希
求対象を望み通りに授けてくれるもの（’gro ba mtha’ dag gi gnas skabs dang mthar thug gi dgos ’dod







る。言い伝えによると、本作品が書かれた目的は「ゲルク派に真の詩人はいない」（dge lugs pa la








2a: VdoTPTIo ] Σ; Vdo9MIo Thimphu.
2b: <\@coLdo ] Σ; <\ @coLo Thimphu. 9? Y<ZoJo<K co ] Σ; 9? Y<ZoJoU`Io Bkra.
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61GV 500.5ff. (cf. 梶山 1994: 369): tadyathāsti vaśirājaṁ nāma man. iratnaṁ yaj jambudvı̄pagatam
eva catvāriṁśadyojanasahasrasthitānāṁ candrasūryaman. d. alānāṁ bhavanavimānapratibhāsavyūhān saṁdarśayati |
evam eva sarvagun. apariśodhitaṁ sarvajñatācittotpādavaśirājaman. iratnaṁ saṁsāragatam eva dharmadhātugagana-







ro ’dzin「舌（味を捉えるもの）」　サンスクリットの rasana（< ras + LyuT. ,「味覚器官」「舌」）に







glu snyan dag「歌と美文詩」　「美しい歌」（glu snyan pa）という解釈も可能。シェルシュルワは
「多くの情緒（nyams, *rasa）と心的状態（’gyur ba, *bhāva）を通じて語られた美文詩に関する理論
（snyan ngag gi rig tshul dag）」という意味で理解する（’Bab stegs 15.17）。
de lta bas na...bsten「それゆえ...仕えるべきである」　ダンディンの『詩鏡』に「名声を望む者達
は常にサラスヴァティーに仕えるべきである」という類似表現が見られる63。シェルシュルワは
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3a: J-R do ] Σ; JHoMo Zhal.






62Av-klp 53.14: pān. d. ityena vinā vināśitadhyāṁ vyarthaṁ nr
˚
n. āṁ jı̄vitaṁ pān. d. ityaṁ śukapāthas.an.d.ham
asamollāsaṁ kavitvaṁ vinā | kāvyaṁ cārutaraṁ vinā sahr
˚
dayais tattvāntarālocanāṁ śūnyaṁ nirjalakūpa-
dı̄pakalanām antah. samālambate ||（「教養がないと、知性が損なわれた人々の生活は無意味である。無比
の輝きを有する詩がないと、人々の教養は鸚鵡の鳴き声のように無能である。その心が分かる風流人達によ
る真実への内的明察がないと、いくら美しくても詩は無意味であり、内において枯れた井戸の中の灯火のよ
うに振舞う*。」*Straube 2009: 273, n. 2によると、-kalanām samālambateは verhält sich wie「～のように振
舞う」、erscheint wie「～のように現れる」を意味する言い回しである。）; mkhas pa nyid ni med na blo gros
rnam nyams mi rnams ’tsho ba don yod min || mtshungs med rgyas pa’i snyan dngags med na mkhas pa nyid ni ne
tso’i klog dang mtshungs || snying ldan rnams kyis nang gi de nyid dpyod pa med na rab mdzes snyan dngags ni ||





63KĀ I 105ab: tad astatandrair aniśaṁ sarasvatı̄ kramād upāsyā khalu kı̄rtim ı̄psubhih. |（「それゆえ、疲労が
なくなり、名声を求める者達は必ず休みなしに、正しい順序に従ってサラスヴァティーに仕えるべきであ









は、サラスヴァティーと同じように、識者の心を魅了する言葉の源（mkhas pa’i yid ’phrog pa’i ngag
gi ’byung gnas）となる（’Bab stegs 17.1f.）。詩人の舌を女神に等しいものであると語るこの表現技
法は、表現されるべき対象の本質を否認して敢えて別の様態で表したものであり、否認（apahnuti,
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4a: M=Zo;= `o ] Σ; M=o<`o Thimphu, Zhal.





shes bya ma lus...「ありとあらゆる知識を…」　あらゆる知識をヴィーナーの胴体の中に収めるこ
とは実際には不可能である。詩人の想像力による一種の誇張表現である。シェルシュルワによれ
ば、これは非実在に関する直喩（’byung min gyi dpe, *abhūtopamā）という技法に相当するもので




『詩鏡』によると、大詩文の冒頭に置かれるのは祈願（āśis, shis brjod）と敬礼（namaskriyā, phyag






64KĀ I 14: sargabandho mahākavyam ucyate tv asya laks.an. am | āśı̄r namaskriyā vastunirdeśo vāpi tanmukham
||; sargas bcings pa snyan dngags che || de yi mtshan nyid brjod par bya || shis brjod phyag bya dngos po ni || nges
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yon tan rgya mtsho: 1813–1899）の『所知大全』（Shes bya kun khyab）に「チャーマラ島には羅刹の
みが居住している」（rnga yab gling du srin po kho na gnas shing）という記述があり、タクルン・ガ
ワン・ナムギェル（Stag lung ngag dbang rnam rgyal: 1571–1626）の『仏教史甚希海』（Chos ’byung
ngo mtshar rgya mtsho）にも「チャーマラ島には羅刹がいる」（rnga yab gling na srin po）という記
述が複数回現れるという（Track 1, 25:55）。
’char kha’i dmar ba「日の出の直前の赤光」　太陽は、日の出の直前に出現する赤色を帯びた雲に
魅了されて、その後をついて行くようにして昇って来る（’Bab stegs 19.18ff.; Dgongs rgyan 10.13f.）。
ダンディンの『詩鏡』に「上昇時の赤色をまとった月」という類似表現がある67。ツァン地方の伝
本（gtsang gi dpar ma）には’char kha’i smra ba「日の出の直前の話者」という読みもあるとのこと
であるが、おそらく誤記であろう（’Bab stegs 20.9ff.）。
a di’i gzhon nu「太陽（アディティの若人）」　サンスクリットの ādityaに由来する表現。nyi ma
「太陽」を意味する詩的語彙である。
HI`oMcHoS VoLo?boXcWo9ZZIoJdo;d=oVLoU=ZoJoHJ<oOHo1>coLT`o;dVoUb<o<` n
XcWo!=`o)T<o=dZoV=oT2F d<ZoTdHo;= `o<N=oLZo<\@c=Zo!̂Vo0>`o0>`VoLDdZoX`=o1>cVoLo<Kcn n
;oHd<osoU`oV`Io?cIo:oLo<UdoMcHoLNb<ZoJT`oT@ToO VIo?bIoJdZoL,@o1>`IoW<oJo<Kd=oJVo1>cHn n
KdoLD=o;dVoUb<o:c=o9qT`oTL DZoLbZoMcoU`o2F d<ZoL>ZoKo2 qT`o)T<oJo9KoLoM?dZo1>cHo2F d=o; ?cVoVdn n
6a: ;d=oVLoU=ZoJo ] Σ; ;d=oJoVLoU=Zo Thimphu. HJ<oOHo ] Σ; ,@o; ?dIoOHoI`oHJ<oOHo Thimphu.
65第 5詩節とそれに対するシェルシュルワの註釈は van der Kuijp 1996: 398f.に英訳されている。
66AK III 56: dehā videhāh. kuravah. kauravāś cāmarāvarāh. | as.t.au tadantaradvı̄pā śāt.hā* uttaramantrin. ah. ||（「そ
れに属する八つの中洲とは、デーハ、ヴィデーハ、クル、カウラヴァ、チャーマラ、アヴァラ、シャー
タ、ウッタラマントリンとである。」*Pradhan ed.は gāt.hāであるが、śāt.hāに訂正する。）; AKBh 162.12f.:




67KĀ II 89: ayam ālohitacchāyo madena mukhacandramāh. | saṁnaddhodayarāgasya candrasya pratigarjati ||
（「酔いのせいで赤い輝きを持つこの顔という月は、上昇時の赤色をまとった月のようである。」）; KĀD325a2f.:
myos pas kun du dmar pa yis || bkab pa bzhin gyi zla ba ’di || ’char ka’i dmar ba phun tshogs pa’i || zla ba la ni rab
tu ’gran ||（「酔いのせいで赤みを帯びたこの顔という月は、上昇時に完全に赤くなった月のようである。」）
26 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 18号
6b: <N=oLZo ] Σ; <N=oLo,@ZoJZo Thimphu. <\ @c=Zo! ^Vo ] Σ; <\ @c=ZoJVo!̂VoIZo Thimphu. L DdZoX`=o ] Σ; L DdZo
JZo Thimphu.









shel gyi rtsig ngos...「石英の壁面が...」　都城の壁面が自ら光を発して輝くさまと、都城の外壁の
非常に壮大な規模を擬人法により表現している（’Bab stegs 21.6ff.; Rol mtsho 325.14ff.）。壁面が
光の輝きに圧倒されて恥ずかしくなり、外に逃げ出してきたかのようであるというのは詩的空想
（rab rtog, utpreks.ā）である（’Bab stegs 22.4ff.; Dgongs rgyan 13.3ff.）。
kha dog lnga yi rin chen「五色の宝物」　金、銀、赤いルビー（padmarāga）、青いサファイア（indranı̄la）、
緑のエメラルド（marakata）の五つである（’Bab stegs 21.9f.; Rol mtsho 325.19f.）。
brgya byin lag pa stong par byed「シャクラ（帝釈天）を手ぶらの状態にし」　シャクラはインド
ラの別名。「インドラの弓」（dbang po’i gzhu, indracāpa）といえば、「虹」を意味する詩的語彙であ
る。都城を支える五色の柱は「一束の虹」に等しく、虹は「インドラの弓」に等しい。都城の中
で、インドラの弓（＝虹）は建物を支える柱として使用されている。インドラの弓は彼の手元に
なく、結果としてインドラは手ぶらの状態になっている（’Bab stegs 21.13ff.; Rol mtsho 325.24ff.）。













































mtshan mo rgyu ba「羅刹（夜に蠢く者）」　サンスクリットの rātriṁcara「夜に蠢く者（＝羅刹）」
に由来する表現。srin mo「羅刹」を意味する詩的語彙である。
lnga ba’i dus「死の時（五の時）」　サンスクリットで pañcatva「五の状態」は、生物が五大元素に
帰滅する「死」を意味する。チベット語でも lnga ba「五の状態」「五者」と言えば、’chi ba「死」を
意味する。チベットには lnga ba’i dusを「第五の時」とする解釈もある。[1]梵行期、[2]家住期、
[3]林住期、[4]遊行期に続く第五番目が死の時である（Mun sel 22.19ff.）。また、トンドゥプギャ
の解釈によれば、[1]誕生（skye ba）の時、[2]老化（rga ba）の時、[3]病気（na ba）の時、[4]衰


















10a: THdHo?cIoVcoLT`oMcoM?dHo;= `o ] Σ; om. Thimphu.
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’dod chen re ba’i me mchod「強欲ゆえの願望を叶えるための火の供犠」　不死の境地の獲得を願っ
てラーヴァナが実行している護摩供養のこと（’Bab stegs 25.5f.）。
tsha bas ’jigs pa’i lha chen「熱を恐れる大自在天」　大自在天＝シヴァ神が火の熱を恐れたという
のは事実の描写ではなく詩的空想である（’Bab stegs 26.1ff.）。シヴァ神が本当に恐れたのはラー
ヴァナの邪悪な動機（kun slong ngan pa）である（Dgongs rgyan 17.8）。あるいは、シヴァ神は自
身に不死の境地を授けるだけの能力がないこと68を恥じ、自分の弱点を隠すために、あたかも熱を
恐れるかのような行動を取ったのだと解釈することもできる（Mun sel 27.19ff., 28.14ff.）。
’ja’ tshon ’dzin phyir bsnyen pa bzhin「まるで虹を捕まえようと近づいて行く者のように」　子
供が空にかかった虹を捕まえようとして、虹の方をめがけて駆けて行けば行く程、虹から（ある
いは自分が戻るべき家から）遠ざかって行ってしまう（’Bab stegs 25.7f.; Mun sel 26.19ff.; Track 4,
1:10）。ラーヴァナがシヴァ神に近づこうとすればする程、シヴァ神が恐れて遠のいて行くという
滑稽な様子を描写している。
rdo leb steng gi sa bon la...「石板の上に蒔かれた種に...」　あたかも愚者が石板の上に蒔かれた種
から新芽が成長するのを望むように、ラーヴァナは無能力なシヴァ神から不死の境地を授けても
68カダム派の師ギェルセー・トクメ・サンポ（Rgyad sras thogs med bzang po: 1295–1369）の作として伝
えられる言葉に次のようなものがある（’Bab stegs 26.10ff.）。rang yang ’khor ba’i btson rar bcings pa yi || ’jig
rten lha yis su zhig skyob par nus || de phyir gang la bskyab na mi bslu ba’i || dkon mchog skyabs ’gro rgyal sras














12c: <Xd=oLbT`o ] Σ; Xd=oLbT`o Thimphu. THMo<K c<Zo ] Σ; TLLoL Dc<Zo Thimphu. THIcHoIZo ] Σ; THIcHoJZo
Thimphu.





glang chen「象」　シヴァ神を暗示する表現である（’Bab stegs 25.15f., 26.7）。
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bdag po’i bka’ lung「主人（シヴァ）のご命令」　シヴァは妻ウマーに向かって、ラーヴァナに不
死の境地を与えるように命令した（’Bab stegs 27.14）。
mchog sbyin sbrang rtsi nye bar bstabs「蜜という贈物を差し出した」　贈物とは不死の境地（’chi
med dngos grub）のことである。夫シヴァからの命令を受けたウマーはラーヴァナに向かって「不
死の境地を私から受けなさい」と告げた（’Bab stegs 27.16f.; Dgongs rgyan 19.12ff.）。尤も、ウマー
は不死の境地を授ける能力を持ち合わせていないが、夫の命令とあって断れず、それを与えるよう
なふりをしたのであろう（Mun sel 30.7ff.）。なお、mchog sbyinは bung ba「蜂」の詩的語彙でもあ
るので、「蜂（＝ラーヴァナ）に蜜を差し出した」という別解釈も成り立つ（Dgongs rgyan 19.14ff.）。
rab tu khengs pa’i sgra dbyangs can...「尊大な調子の声...」　ラーヴァナの尊大な様子を象の姿に
託して描写した縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）である（’Bab stegs 28.6ff.）。ラーヴァナが尊
大になったのは、他の誰にも成し遂げることのできない難しい難行を達成したからである（’Bab
stegs 27.17f.）。
glang bo lag mang「多数の手を持つ象」　 lag mang「多数の手を持つ」は、glang bo「象」の詩的
語彙としてしばしば用いられる lag ldan（Skt. karin, hastin）という表現を想起させるものである。
あるいは「多数の手」はラーヴァナの十の頭を表しているのかもしれない。ツォンカパの『文殊
讃』に「煩悩という凶暴な鼻の手で善という樹々をなぎ倒す象」という類似表現が見られる69。
rkang drug pa「蜂（六本足を持つ者）」　サンスクリットのs.at.padaに由来する表現。bung ba「蜂」
を意味する詩的語彙である。







14c: H:VoLVo ] Σ; H:VoLT`o Thimphu.




69Bstod sprin rgya mtsho 30b6f.: dngos ’dzin chang gis rab tu myos pas blang dor dpyod pa’i blo gros nyams ||
nyon mongs gdug pa’i sna yi lag pas dge ba’i ljon pa kun tu ’joms || sred pa’i zhags pas yid ni drangs pas rnyed








rig byed gdong gi pad tshal「ブラフマン神（四つの顔を持つ者）の蓮華の園」　 rig byedは「ヴェー
ダ聖典」（veda）を意味する語であり、ヴェーダ・サンヒターは四部門から構成されることから、
数字の「四」の詩的語彙となる。rig byed gdongとは gdong bzhi pa（Skt. caturmukha）すなわち四
つの顔を持つブラフマン神（tshangs pa, *brahman）のことである。ダンディンの『詩鏡』冒頭に
「ブラフマン神（四つの顔を持つ者）の口という蓮華の園」70という類似表現がある。
mngon par dkar bar ’dod pa「けがれのない白色になろうと望んでいるというのに」　死魔の危難
という汚濁（’chi bdag gi gnod pa’i dri ma）を離れた状態、すなわちラーヴァナが望む不死の境地
を「白色」と表現している（’Bab stegs 28.3f.）。








15a: <l HZo ] Σ; <l Ho Thimphu.








nu ldan「女（乳房を有する者）」　 bud med「女」を意味する詩的語彙である。
brang ’gro「蛇（胸を使って進む者）」　サンスクリットの uraga「胸を使って進む者」に由来す
る表現。sbrul「蛇」を意味する詩的語彙である。




ZD `IoHL=oLo1 qoWoU`oX`=on n
70KĀ I 1: caturmukhamukhāmbhojavanahaṁsavadhūr mama | manase ramatāṁ nityaṁ sarvaśuklā sarasvatı̄ ||;
gdong bzhi gdong gi pad tshal gyi || ngang pa’i bu mo thams cad dkar || dbyangs can ma ni kho bo yi || yid la ring










16c: WcoWdoU`o ] Σ; WcoWdoU`Zo Thimphu.
16d: ?bo<\ @cZo ] Σ; MOVo<\ @cZo Thimphu.
17a: F`Io5[T`o ] Σ; 5[IoFT`o Zhal; F`IoFT`o Gser.
17b: 9E=o ] Σ; T?=o Thimphu.









ba ku la yi shing「バクラ樹」　バクラ樹（Skt. bakula）は艶かしい女性の口から美酒を浴びるこ
とによって花を咲かせると言われている（’Bab stegs 30.3f.）。ここでバクラ樹はラーヴァナを指し
ている。




le lo yi chu skyes「けだるい女である睡蓮」　 le loは「けだるさ」（Skt. kausı̄dya,懈怠）を意味す




khong bar ’dzin ma yin「心から受け入れようとはせず」　ラーヴァナがウマーを信用していない
こと（snying mi gtod pa）を表している（’Bab stegs 30.7）。
tin tu’i ’bras bu「ティンティディー樹の果実」　 tin tuはサンスクリットの tintid. ı̄の音写。チベッ
ト語で bse yabともいう（’Bab stegs 30.20f.）。「ティンティディー樹の果実」はウマーの乳房を表す
隠喩である。果実を包み込む緑の葉はウマーが身につけている上衣に相当する。なお、トンドゥ
プギャは「果実」という隠喩がウマーの若さみなぎる身体（u ma’i lang tsho rab tu rgyas pa’i lus）
を表していると理解している（Track 5, 10:50）。
ge sar「花糸」　原文には ge sar nu ’burとあるので、ge sar「花糸」という隠喩は直後にある単語 nu
’bur「乳房」を表しているようにも読めるが、それでは詩節全体を整合的に解釈することができない。
チベット語の構文解釈として異例ではあるが、ge sar「花糸」は nu ’bur「乳房」の次に置かれるmgrin
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dag gi sen rjes「シヴァの爪跡」を指す隠喩であると考えるより他ない（’Bab stegs 30.16ff.）。カン
ブムによれば、この技法は「分散の謎語り」（rim pa dang bral ba’i gab tshig, *vyutkrāntā prahelikā）
に相当するものである（Dgongs rgyan 24.6; KĀ III 99）。
mgrin dag「シヴァ（喉を清められた者）」　大自在天シヴァを意味する詩的語彙である。「青黒い
喉を持つ者」mgrin sngonやmgrin nag（Skt. nı̄lakan. t.ha）と同義である（’Bab stegs 30.10）。













rgyu skar do shal「星々の頸飾り」　「星々」はラーヴァナの願いを表す隠喩である。さらに、その
「星々」が「頸飾り」という隠喩で表現される。二重隠喩（gzugs can gyi gzugs can, *rūpakarūpaka）
の技法である（’Bab stegs 33.7ff.; KĀ II 93）。供犠を実行するラーヴァナの懸命な願いが火花（me
stag）となって夜空全体を覆う様子を想像させる（Mun sel 40.17ff.）。
mtshan mo’i bu mo dmar ser can「夜空の少女という猿（橙色をした者）」　ここではmtshan moは
「夜」ではなく、mtshan mo’i nam mkha’「夜空」を意味する。dmar ser can（Skt. piṅgala）「橙色をし
た者」は spre’u「猿」を意味する詩的語彙。猿の王者ハヌマンタ（Ha nu man tha）のことである。
この物語でハヌマンタはシヴァ神の息子という設定になっている。猿が「夜空」に喩えられ、さら
に「夜空」が「少女」に喩えられている。これも二重隠喩という技法である（’Bab stegs 33.9ff.）。
ジャバはmtshan mo’i bu mo「夜空の少女」を zla ba「月」の意味で理解する（Mun sel 40.4）。


















が生じる源」（śaṁbhu = śaṁ bhavaty asmāt）を意味する。これに対応するチベット語 bde ’byungも
同様である（bde ’byung = bde ba’i ’byung gnas）。ここでラーヴァナは自らに不死の境地を授けて
くれるシヴァを幸福の源とみなしているため、作者はこのような表現を用いたのであろう。
mtho ris chu yi khrus rtsom pa「天界の河（ガンジス河）の水で沐浴しようとした」　ガンジス河
はシヴァの束ねた長髪の中に閉じ込められている。ラーヴァナはその清水で沐浴して、死の苦し
みというけがれを清めようと考えていた（’Bab stegs 32.9ff.）。
rdo rje rdo tshogs「雹（金剛石の集まり）」　 rdo rje rdo tshogs「金剛石の集まり」は ser ba「雹」を
意味する詩的語彙である（’Bab stegs 32.13f.）。yungs dkar rdo rje rdo tshogsは隠喩ではなく直喩で
「雹のような芥子粒」（「芥子粒」＝比喩対象、「雹」＝比喩）を意味するとも考えられる（Mun sel
42.5）。そのように解釈するならば、ラーヴァナが実際に降らせたのは芥子粒であったことになる。












rang gzhan gnyis ka phung byed do「自他の両方の破滅のもとである」　幼子が母乳を飲もうとし
ながら母の乳首を噛む行為は、自身が母乳を飲むことを妨げると共に、母の身体を傷つけること
につながる（’Bab stegs 32.17ff.）。カンブムはこの箇所を rang gzhan gnyis ka phung byed kyi rgyu






71Mahāvyutpatti, no. 4243: (Skt.) ābhicārikam; (Tib.) drag shul spyod pa. 調伏（abhicāra）の護摩においては







21a: 9ZT`o ] Σ; ! =`o Thimphu.
21b: WbZo<\@cZoL<\ @dHoJT`oHI`oLRdIoU=o ] Σ; om. Thimphu.
21c: T< (<Zo ] Σ; 2 )Bo Thimphu.












lus skyes「うぶ毛（体に生えるもの）」　サンスクリットの tanuruhもしくは tanūruha「体に生える
もの」に相当する表現。spu「毛」を意味する詩的語彙である。
dri bzhon「風（香りの乗り物）」　サンスクリットの gandhavahaもしくは gandhavāha「香りを運
ぶもの」に相当する表現。rlung「風」を意味する詩的語彙である。





gser gyi khu ba「火焔（金の液体）」　サンスクリットの dravatkāñcana「走る／したたり落ちる／
流動性の金」に相当する表現。me「火焔」を意味する詩的語彙である。橙色に輝き、怒りで逆立
つ毛髪を表している。
skar ma’i ’bras yos za ba bzhin「星々という炒った穀物を食らうかのようであった」　ハヌマンタの
怒りで逆立った髪の毛から火花が飛び出している様子を表している。詩的空想（rab rtog, *utpreks.ā）
の技法が用いられている（’Bab stegs 35.14; Dgongs rgyan 28.15）。以上の詩節では恐怖（’jigs rung,






22b: T0 >Vo ] Σ; M?d=o Thimphu.





zad mtha’「劫末の火」　世界の終末に現れる火（dus mtha’i me）のことである（’Bab stegs 35.8）。
直後に現れる zhags pa「縄」を表す隠喩である（Dgongs rgyan 28.16f.）。
phye ma leb kyi rnga yab bzung「蝶というチャーマラ島をつかまえた」　ランプの火がそこに飛
んで入る蝶をつかまえるように、ハヌマンタの尾の尖端はラーヴァナが支配するチャーマラ島を
つかまえた（’Bab stegs 35.8ff.）。
nam zhig grub pa’i bcud len byed「いつになったら成就の精髄を貰えるのやら」　ラーヴァナはい
つまでたってもハヌマンタから不死の境地を授けてもらうことはできなかったという意味である
（’Bab stegs 35.10f.）。以上の詩節では忿怒（drag shul, *raudra）というラサが表現されている（’Bab










23b: H<dHo ] Σ; " dHo Thimphu.
23d: WZo ] Σ; Wo Thimphu.













nor ’dzin「山（財を保持する者）」　一般的に nor ’dzin「財を保持する者」（Skt. vasuṁdharā）は sa
gzhi「大地」を意味する詩的語彙であるが、ここでは ri bo「山」を意味する。山も宝石などを産
出するので、それを nor ’dzinという名称で呼ぶことには十分な根拠がある。文脈によっては rgya
mtsho「海」も同じく nor ’dzinと表現されることがある（’Bab stegs 36.20ff.）。









25a: HcT`o ] Σ; Hco Thimphu.
25c: <=o2 #T`o ] Σ; <=o<`o Thimphu.






と ka—kha—ga—ngaと読めるようになっている。ka ling kaと ga bur gang gā’iの二箇所では押韻
（rjes khrid, *anuprāsa）の技法も用いられている（Dgongs rgyan 31.8ff.）。
ka ling ka「カリンガ」　ベンガル湾に面したインド南東部を古くはカリンガと呼んでいた。その





mchog sbyin「最高の恩恵」　ラーヴァナが求めている不死の境地を意味する（’Bab stegs 37.14）。
この最高の恩恵が「月」（樟脳の自在者）という隠喩によって表現され、さらにその月が「ガンジ
ス河」という第二の隠喩によって表現される（Dgongs rgyan 30.16f.）。
ga bur「月（樟脳の自在者）」　チベット語の ga burはサンスクリットの karpūra「樟脳」「カンフル」
の音写である。ここでは ga bur dbang「樟脳の自在者」すなわち zla ba「月」を意味する（Dgongs




て描写されている（’Bab stegs 37.16ff.）。詩的言語において月は rgya mtsho dga’「海にとっての喜
び」と表現され、海は zla bas ’phel「月によって豊かになる者」と表現される（Mun sel 54.14ff.）。
gang gā’i ji snyed rgyun「ガンジス河のありったけの水流」　シェルシュルワは gang gā’i rdul ji
38 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 18号
snyed pa de snyed kyi rgyun「ガンジス河の砂塵の数と同じだけの水流」と解釈する（’Bab stegs
37.14f.）。
>o>dT`o2]oU`Zo>doIZoTH Ic o;?dHo>`oU=oM?dHoO T<o>co\@=o<?HoMOb=ZoWbZo<>boR`=on n
?oWb<ZoNV<oLbZo?do<oWoTLHo?bo<N=oM?dHoUdIoV`IoG=o?coLT`o<\@d<ZoI=o6 qn n
@oU`oL5[=oLT`o\boMT`o@doLdo@`oNMoH!=cZoJT`o@coM=oTHdHoUdIo@bo)UT`o<dZoZd<ZoSd=oTH`oH< n
Ao<=oSVoLVoT?`oLT`oA`oTdHoAcoLT`o<?LZoMcHoAdoO V=oVcoLo3[=o=boM`IoTH`T`oZVHo6 qTdn n
26a: >`oU=oM?dHoOT<o ] Σ; >`oU=oH=oLZoVLo5[oM?dHoOT<o Thimphu. <Sbo ] Σ; LSbo Thimphu.
26b: N V<oLbZo ] Σ; N V<oLbT`o Thimphu. ?bo<N=oM?dHoUdIo ] Σ; ?bo<N=oVLoH=ZoM?dHoUdIo@`o<F cHo Thimphu.
26c: L5[=oLT`o ] Σ; L5[=oLZo Thimphu. @bo)UT`o ] Σ; @boN UT`o Bkra.










ca—cha—ja—nya　 kha phrengの技法が用いられている。これに加えて、第一詩脚では ca音、第
二詩脚では cha音、第三詩脚では ja音、第四詩脚では nya音による押韻の技法が用いられる。こ
れは単語単位で繰り返される押韻（tshig la bskor ba’i rjes khrid）であり、ヴィダルバ様式とガウダ
様式で共通に認められる技法である（’Bab stegs 39.12ff.）。
ca co’i glu「けたたましい歌声」　内容を伴わなず（brjod bya don gyis stong pa）、思慮を欠いた出
まかせ（rang dgar lab rdol）の言葉を ca coという。ラーヴァナは謙遜して、自らが発しているの
はこのような無意味な言葉に過ぎないと述べている（Track 7, 18:05）。








の所在を探そうとしたためである（Track 7, 19:40; Dgongs rgyan 32.6f.; Mun sel 56.5）。
72MSA XIV 48 (cf. 小谷 1984: 189f.; 岩本 2002: 246): pracodyamānah. satataṁ ca saṁmukhaṁ tathāgatair
dharmamukhe vyavasthitah. | nigr
˚
hya keśes.v iva dos.agahvarāt nikr
˚
s.ya bodhau sa balān niveśyate ||; MSAD 20b4:
chos kyi sgo la rnam par gnas pa la || de bzhin gshegs rtag mngon sum ’doms mdzad cing || co nas ’dren bzhin




’dod yon「妙欲」　色、香、声、味、触の五つを妙欲（Skt. kāmagun. a）という。とめどなく倍増
（gun. a）を繰り返してやまない欲望対象（kāma）を意味する（cf. AKV ad AK III 28）。ラーヴァナ
が用意した茶の中には魅力的な色彩や芳香や美味が含まれる（’Bab stegs 38.16）。
ju rtse「チュツェ地方」　漢土（rgya nag）の地方名。絹織物（dar gos）の産地である（Track 7,
22:15; Dgongs rgyan 32.13）。
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ne tso’i sgro thul can「鸚鵡の柔らかな羽毛を持つ者」　シヴァ神のことである。
%<o5[oTO Uo1>cHo%oHMVo>In n







28b: <^ Hd<Zo ] Σ; 2Fd<Zo Thimphu.
















（’Bab stegs 41.1ff.）。rta dmar can「赤い馬に乗る者」はサンスクリットの rohitāśvaに相当し、一
般的には火神（agni）を意味するが、ここでは rlung「風」を意味する詩的語彙として用いられて
いる。
yid ’gro「有情（心で進む者」）」　 sems can「有情」を意味する詩的語彙である。
nyal ’gro「河（寝そべって進む者）」　 chu bo「河」を意味する詩的語彙である。
rab tu gnyid myos zil ba「睡魔に襲われて眠りこけていた雫」　緑の草の尖端に付着する雫は、不
死の境地を授けることができずに羞恥心に襲われたシヴァの冷や汗（rngul chu）を表す隠喩であ
る（’Bab stegs 41.14ff.）。本来は生物にそなわる「睡眠」（gnyid log pa）という属性が非生物である













g-yo sgyu’i me lces「欺瞞という炎」　シヴァが行なおうとしている欺瞞。すなわち、ラーヴァナ
に不死の境地を授ける能力がないことを隠し、あたかも彼の望みを叶えたかのように振る舞うこ
とである（’Bab stegs 42.16ff.）。「炎」は世界の終末をもたらす火のことである（’Bab stegs 42.19）。
za byed pa「食い物にしようとする」　だますこと（bslu bar byed pa）ことを意味する（’Bab stegs
41.20）。タシルンポ版には zad byed pa「（世界を）消滅させる」という異読が与えられている（’Bab
stegs 42.8）。シヴァが破壊の神であることを考慮すれば、この読みにも合理性があると思われる。






73SVTD168a5f.: ’du shes can dang ’du shes med || sems can du brtags ’di gnas pa || de rnams rlung las byung
ba ste || rlung las slar yang ’gag pa yin ||
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sprin gyi sgra「雷鳴（雲の音）」　サンスクリットのmeghanirghos.aに相当する表現。’brug sgra「雷
鳴」を意味する詩的語彙である。ここではサラスヴァティーが奏でるヴィーナーの音色が「雷鳴」
という隠喩によって表現されている。
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=doTPbMo<I<oJVoTHdHoJoI`n n
V=oHL=o<ZdHo1 >cHo<6q=oLZoK Dd<Zn n





pad ma gzhon nu「若い蓮華」　生じて間もない蓮華（gsar skyes pad ma）を意味する（Track 9,
27:30）。gzhon nu「若者」が pad ma「蓮華」の隠喩となっているという解釈も不可能ではないが、
おそらく「若い蓮華」がシヴァを暗示していると理解するのが最も自然であろう。
ngo ’dzum gnag par ’dod pa ni「怒った表情を見せようとしたが」　秋の終わり（nam mjug ’chad
kha）の季節になると、蓮華は花糸の中の粒々が誰かに取り去られてしまうのを恐れ、花弁を使っ
て花糸を包み、近づいてくる蜜蜂には警戒して怒った表情を見せる（’Bab stegs 44.4ff.）。






gshin rje）の力を凌ぐことはできず、結局その試みに失敗してしまった（’Bab stegs 44.2ff.）。「支配
力」とは自らの意志で開花しようとする力（me tog gi kha ’byed pa’i rang dbang）のことを意味す
る（Track 10, 1:10）。この詩節において「若い蓮華」はシヴァを表し、「蜜蜂」はラーヴァナを表





33b: S VoLoU`o ] Σ; S VoLoU`Zo Thimphu.





sred med bu「ナーラーヤナ」　ナーラーヤナの力を具える羅刹の支配者（sred med bu yi stobs dang
ldan pa’i srin po’i dbang po）、すなわちラーヴァナのことである（’Bab stegs 44.10f.）。
so ldan「象（牙を持つ者）」　サンスクリットの dantinに相当する表現。glang chen「象」を意味
する詩的語彙である。















g-yo sgyu’i myos chu「欺瞞という塩水」　諸註釈に従い、myos chuを「塩水」（ba tshwa’i chu）の







nam mkha’i yol ba nyid「天空を覆うカーテン」　「天空」はラーヴァナの心を表す隠喩であり、







35c: L2F dHo ] Σ; T2Fdo Thimphu.







lha chen gyis so「これは大自在天（シヴァ）の仕業だ」　シヴァの欺瞞の言葉が分厚い雲の塊（sprin
tshogs stug po）となり、その雲が猛吹雪を招いた（’Bab stegs 46.1f.）。この言葉は前後の両方の表
現に掛かり、「願い事という暖かい火を弱めるのは大自在天の仕業だ」（re ba’i me drod nyams par
byed pa ni lha chen gyis so）、「大自在天の仕業で猛吹雪の嵐が雪山に雪片を撒いて広げた」（lha chen
gyis bu yug gi ’tshub ma gangs ri’i zegs ma spro）という二文をここから構成することができる。灯
明（gsal byed, *dı̄paka; KĀ II 97）と呼ばれる技法である。








36b: MGToMVo ] Σ; GoMVo Thimphu.
35c: <^ Hd<Zo ] Σ; <^ Hd<o Thimphu, Bkra.
35d: GdoLo ] Σ; GdoLVo Thimphu.
35e: Wo6 qo ] Σ; W<o6 qo Thimphu.
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rang mgo lnga ba zung gis ni「自分には二組の五頭（＝十の頭）があるのだから...」　二組ある「五
つ」の頭が「五の時」すなわち死という運命を象徴している。諸註釈によれば、ここで用いられて
いるのは「（類似した結果の）指摘」（nges bstan, *nidarśana; KĀ II 348）という技法である（’Bab
stegs 47.9ff.; Dgongs rgyan 41.4ff.）。
brang ni ’dzin ma’i tho ba byas「胸を大地を打つ槌となした」　あたかも胸を地面に押し付けるよ
うにして、シヴァに幾度も礼拝した（phyag mang du btsal）という意味である（’Bab stegs 46.13f.）。
詩的空想の技法が用いられている（’Bab stegs 47.11f.）。
hwags kyi la du「砂糖菓子」　 hwagsはサンスクリットの phān. itaに相当する単語。サトウキビの
成分を濃縮した液体である。la du（Skt. lad. d. u）はインドの甘い砂糖菓子であり、トンドゥプギャ
によれば中国の点心、チベットのカラコリ（ka ra go re）に相当する甘みのある軽食である。イン
ドではガナプージャ（tshogs mchod）の際に食されるという（Track 10, 21:10）。ラーヴァナが求め
る不死の境地を表した縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）である（Dgongs rgyan 41.7）。
byi ba’i brun dag「鼠のふん」　ラーヴァナのそう遠くない死という運命を表した縮約表現である
（’Bab stegs 46.16f.; Dgongs rgyan 41.7）。
[4]シーター、ラーマナの妃として迎えられる
HcoI`o,@WoZ D`HoTPTIoMoWn n





37c: M=WoIZo ] Zhal, Mkha’, Bkra; M=WoWZo Gser; M=WoWo Thimphu.







rgya mtsho’i mngal nas zla dkar bzhin「海という子宮から白い月が誕生するように」　有名な乳
海攪拌の神話に基づく表現である。「月」は美しい娘シーターを表す直喩であり、両者の間に成立
する共通属性は「色鮮やかに輝くこと」（mdangs bkra）である（’Bab stegs 50.1ff.）。
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「愛らしさ」（mdzes pa, *kānti; KĀ I 85）という美質（shar phyogs gau d. ā bas bzhed pa’i mdzes pa’i





38a: M=WoWZo ] Σ; MoWo Thimphu.





kun gsal「天空（一切を照らす者）」　サンスクリットの ākāśa（< ā-kāś）に相当する表現。nam
mkha’「天空」を意味する詩的語彙である。









Z D`IoJdT`o2F d=oIoT6q<oJoHcn n
MoLSdHo,@o<\@c<ZoTPTIoMoWn n
OoScVoT!=cHo0>`VoV`=ZoJVoTd=Zn n
39a: 2Fd<ZoMdo ] Σ; 2F d<oMdo Gser.





rgya skyegs ’dzin ma「樹脂で塗られた地面」　羅刹の国の地面は樹脂（rgya skyegs = la cha）で出
来ている（’Bab stegs 51.9）。
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40b: <Sb<ZoWo ] Σ; <Sb<ZoL8FIo Thimphu.












gdong la co ’dri bzhin du bstan「顔に向かって嘲るかのようにして見せた」　バラモンの醜い顔が
シーターの手という「鏡」に映ったので、その手はまるでバラモンの顔を嘲るかのようであった。
隠喩と詩的空想が組み合わさった表現である（’Bab stegs 52.8ff.）。
kā ko la「カーコーラの毒」　カーコーラ（Skt. kākola）は毒の一種。羅刹の国を滅ぼす元となる
（’Bab stegs 52.11f.）
srin bu ’di「この羅刹女は」　 srin bu ni「羅刹女は」という読みもある。さらに、シェルシュルワ
によると bu mo ni「娘は」という異読もある（’Bab stegs 52.13ff.）。
chu yi grogs su ’os「河の友にふさわしい」　娘は羅刹の国を破滅させる毒も同然なので、河に流
して捨ててしまえという意味である（’Bab stegs 52.11ff.）。あるいは、河の神に生贄として捧げよ






41b: TLLoJo ] Σ; TLLo9MIo Thimphu. L<\ @cHo ] Σ; <\ @cHo Thimphu.
41c: T2F dT`o ] Σ; T2Fdo Bkra. <FdWo ] Σ; L% dWo Thimphu.





dbu phreng bzhin ’bab pa「泡沫の連なりを顔に浴びている者（河）」　シェルシュルワによると、
「泡沫の連なり」は真珠の首飾りを連想させ、「泡沫を顔に浴びている」という表現は汗が顔面（bzhin
gyi dkyil ’khor）にかかっている様子を連想させる（’Bab stegs 53.10f.）。ジャバは bzhinを「～の
ように」、’bab paを名詞「水流」の意味で理解し、第一・第二詩脚を「彼女はまるで泡沫の連なり




dga’ ba bskyed phyir btang「喜ばせるために手放された」　占い師の言葉を受けて、シーターは宝箱
（rin po che’i sgrom）の中に閉じ込められ、河に流された。ここでは転移（ting nge ’dzin, *samādhi）
の技法が用いられ、その河が擬人化されている。「河を喜ばせるために遣わされた」とは、河に嫁
入りさせられたという意味である（’Bab stegs 53.9ff.）。







HcVoI`o=WoLZoH I oJo<K dVoFcoM`<oSbMo<A`Ho;=`ZoIdIoJVo!̂Vn n
MboF`<oKDc=oTL D`oLo2V=o;o?boH IoLZoTLDcWoLVo<k H=oLboLR`In n
42a: R`=oLoU`Zo ] Σ; R`=oLoU`o Bkra.
42b: SoTdZo ] Σ; SoTd<o Thimphu.





rtsi thog za ’os snye ma mtho ldan「食べ頃の実を実らせ成長した穂」　秋の季節であることを表
している（Track 11, 24: 30）。
mu tig phreng ’bri「真珠の首輪を描くかのような」　詩的空想に基づく表現である（’Bab stegs
55.6f.）。mu tig phreng ’dra’iという読みに従えば「真珠の首輪のような」という意味の直喩表現と
なる。
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<Ado2 Vc<ZoLZWo0>`VoL)VIoJoL<\ @cHn n
H<o1>cHoTHdHoHcoL<^H`MZoJoWn n
V`Io?cIo<^HdMoR`<o8F cHoJVo!̂Vn n
43a: WdoFd<o ] Σ; WdoGd<o Thimphu.
43d: LZWo ] Σ; <ZWo Thimphu.







lo tog ’dod pa de dag「収穫を願う彼ら」　収穫を得るために努める農夫（so nam pa）のことであ
る（Mun sel 90.10）。
gnyid kyi bde ba mi sems te「眠りの快楽も求めず」　農夫達が日の出よりも前に起床し、睡眠時
間を削って灌漑の作業に励んでいた様子を表現している（Mun sel 90.18ff.）。農夫達は日の出前の
暗い時間帯に作業をしていた時に、燦然と光り輝く宝の箱を見つけたのである。




（rdzing bu’i dag byed）であるともいえる（Mun sel 90.22f.）。





V`oMdVoL D`ZoJT`oM`<o5[o1 >Zn n
44b: TH`o ] Σ; Hco Thimphu.
43c: <RIo ] Σ; Hco Thimphu.






lag sor nyi ’od tshogs kyis「手の指という日の光の束で」　宝で作られた箱の中には、おそらく箱
以上に価値のある宝が詰まっているに違いないと考えた農夫達が一斉にその手を箱に伸ばしてい
る様子を「光の束」という隠喩が効果的に表現している（Mun sel 93.14ff.）。




を、トンドゥプギャは「隠された隠喩」（sbas pa’i gzugs can）と名付けている（Track 12, 11:12）。
lta byed gzhan「他の眼」　切れ長の眼をしたシーターの姿に見とれる農夫達の眼のことである
（’Bab stegs 56.15ff.）。
ri mor bris pa’i mig tu byas「絵に描いた眼のような状態にした」　農夫達はシーターのあまりの
美しさに驚愕し、眼を動かすこともせず、固まった状態になった。動きを止めた彼らの眼を「絵
に描いた眼」と表現している（’Bab stegs 56.15ff.）。この誇張表現にはガウダ様式に特有の「愛ら







45b: H<ToMo ] Σ; H<ToMVo Thimphu. T<^Ho ] Σ; M<^Ho Thimphu.
45c: TGb=o ] Σ; TGb=Zo Thimphu. 1qoMboHT`o ] Σ; 1qoMboFT`o Thimphu.











zla ’od ’thung tshe ku mu da’i「月の光を口に含むとクムダ蓮華の…」　月の光を飲んだクムダ蓮





ched du gdags pa med par ni「誰が名づけたわけでもないのだが…」　一般的に認められている原
因（誰かによる名付け行為）を否定して、結果の状態（シーターという名称の普及）のみを描写
する顕在化（srid pa can, *vibhāvanā）の技法である（’Bab stegs 57.8ff.; Dgongs rgyan 50.2ff.; KĀ II
199, 203）。






Tb<oJT`o!Io!=`o<^ Ho =oI`n n
9ZIo>`<o<FdVoWcIoM`<o9ZZ=oLR`In n
46a: Wc<ZoH:Vo ] Σ; WZoH:Vo Thimphu. X`<o%Zo ] Σ; X`=o%T`o Bkra.







chu klung grogs mos dor ba「河が恋人に見捨てられた」　河に流されて来たシーターが農夫達に
よって保護され、河から離れたことを意味する。
me tog dus der「その花咲く季節」　春が盛りに達した頃合いのことである（’Bab stegs 58.7）。ラー




ここで用いられているのは同時性の描写（lhan cig brjod pa, *sahokti）という技法である（’Bab stegs
58.12f.; KĀ II 351）。
lhan cig gtor len mig lhung bzhin「供物をくすねる者が眼を下に落とすように」　供物をくすねる














<\@coLdT`oO V<ZoWo1 ^=oLVo!̂Vn n





me long nyid ’os「鏡として似つかわしいものである」　「鏡」はシーターの顔（bzhin ras）もしく
はシーターの若々しさ（lang tsho）を表す隠喩である（’Bab stegs 58.20; Dgongs rgyan 52.1f.; Mun
sel 99.8）。「王の喜ぶ顔を映す鏡になる」とは、ラーマナ王の妃になるという意味である。
















pa’i gzugs rgyan, *yuktarūpaka）の構造が生まれることになる（’Bab stegs 59.18; KĀ II 77）。ただ
し、カンブムはその点を指摘しつつも、「非常に不健全な解釈である」（’grel ha cang mi bde’o）と
してそれを退けている（Dgongs rgyan 52.16ff.）。
snyan grags rin chen rna cha「名声という宝の耳輪」　最高の妃（btsun mo dam pa）であるシー
ターの名声を表すか（’Bab stegs 59.16; Mun sel 101.5, 101.22f.）、もしくはそのような最高の妃を
迎えたラーマナ王の名声を表している（Dgongs rgyan 52.18ff.）。
phyogs kyi bu mo’i rna rgyan no「諸地方という娘の耳飾りとなった」　東西南北の四方の土地が
「娘」という詩的語彙によって表現されている。シーターの名声が諸方に広がっていったことを表
している。名声の隠喩である「宝の耳輪」と諸地方の隠喩である「娘」の間に関連性があるので、












49c: M`<oU=Zo ] Σ; M`<oU=o Zhal.







spra mo’i lag pa「雌猿の手」　非常に醜い姿をした森の雌猿（gzugs shin tu mi sdug pa’i nags kyi
spra mo）の手のことである（’Bab stegs 60.16）。なお、spraとは猿（spre’u）によく似た尾を持た
ない動物であるとも言われる（ゴリラ、チンパンジー、オランウータン、テナガザルなどのこと






50a: <\ @co,WT`o ] Σ; <\ @coH2qT`o Gser; <\ @coH2 qo Thimphu.
50b: ;= `Zo ] Σ; ;= `o Thimphu.
50c: T2FMoJo ] Σ; T2FMoJT`o Thimphu.






skye rgu’i rig sngags mkhan de rnams「かの男達という呪術師達」　「呪術師達」は世の中の男達
を表す隠喩である（’Bab stegs 61.13）。
’gram pa rus pa’i ’phrul ’khor ni...「頬骨という絡繰り装置は…」　世の中の男達は頬が削げ落ち
るまで、シーターの名を呪文のように唱え続けていた。これはガウダ様式に特有の誇張表現であ
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る。ガウダ人は世間の常識を逸脱するこの種の誇張表現に「愛らしさ」（mdzes pa, *kānti; KĀ I 85）
という美質を認める（’Bab stegs 61.5ff.）。あるいは、ジャバが示すように、呪術に精通する大聖仙










51b: ,@WoJdZo ] Σ; ,@WoJdT`o Thimphu.
51e: MGd=oIT=o ] Σ; MGd=oIo Thimphu, Bkra.








さが放つ見事な美しさ（rol rnyed ma’i lang tsho’i dpal ngo mtshar ba）を意味する（’Bab stegs 62.4）。
phu nu「弟」　直後に言及される弟ラグマナのことを指している（’Bab stegs 62.6）。






























gzhan bkod pa, *arthāntaranyāsa）の要素も認められる（Dgongs rgyan 58.9ff.; KĀ II 169）。
la ghu「ラグ」　ヴァールミーキ版『ラーマーヤナ』に登場するラーマ王子の弟の名はラクシュマ







des kyang nags tshal mdzes par byas「彼も森に美しさを添えた」　ラグマナもラーマナの後を追っ
て森に移り住んだという意味である。先に森に移り住んだラーマナの後を追って、ラグマナもま
た光彩（gzi byin）を放って森を美しくする要員の一人となった（’Bab stegs 63.7f.）。あるいはま
た「美しさを添えた」（mdzes par byas）は字義通りの意味ではなく、彼が移り住むことによって森

















tti）という（Dgongs rgyan 59.11ff.; KĀ II 356）。




la bskor ba, *padāvr
˚




1 {oUcoU`Ho;=`oVcoLT`oJ`Vo!=`ZoV`oMdo*V<ZoJT`oW=oOVoTL D`o1>cHo;doLdT`oW<oJo<>`<oA`HoHcn n
TH`oU`oT2FIoS Vo<A`ZoJoUdHo>cZoM=oGdZoTHdHoJZo; ?cHo><oIcoN VT`o<FMo$cZoT@b<oJoT<ToUdHo
HMn n
RcZo<lHZoWIo6qoT;dVo!=`o<\ @coLdoZ"`o5%T`oM`=o<`oM6q=oGb=o'dIoJdZo<^HoTP TIoKb<o'MZoTH`o<?HoWdn n
54b: 1{oUco ] Σ; :oUco Thimphu, Mkha’. J`Vo! =`Zo ] Σ; J`Vo! =`o Thimphu. TLD`o1>cHo ] Gser, Bkra; THI`o1 >cHo












chags pa’i bdud rtsis「愛情という甘露のせいで」　ラーヴァナが慢心を抱いていたのは、愛情と
いう甘露によって意識が酩酊したためである（’Bab stegs 65.16）。
yid kyi re ba’i pir gyis...「心の理想という筆を使って…」　ラーヴァナは、自身が美貌と若々しさ
を具える理想の妻を得られたのは、彼自身の徳（bsod nams）のおかげであると言いたいのである。
ラーヴァナの理想は「筆」に喩えられ、シーターの美貌は「絵」に喩えられ、ラーヴァナの徳は
「手」に喩えられる（’Bab stegs 65.18ff.）。あるいはカンブムによれば、ri mo rdzogs pa’i lang tshoは
詩的空想の表現であり、「あたかも完璧な絵のような若さの魅力」とも解釈できる（Dgongs rgyan
62.15）。
ne tso’i gtam「鸚鵡のような話」　鸚鵡の話のように、無意味で根拠のないおしゃべり（don med
pa’i mu cor gyi tshig）のことである（’Bab stegs 66.4）。「～のように」を意味する bzhinや ltarなど
の語は用いられないが、カンブムはこれを直喩の表現とみなしている（Dgongs rgyan 62.16f.）。








55a: M`o ] Σ; M`<o Thimphu.































たので、彼の教示に従って鹿の姿に変装した（Track 14, 1:10; Mun sel 115.16ff.）。この解釈に従う
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と、drang srong gis ni dmod pa bzhinは「仙人が教示したことに従って」（dmod pa bzhin = bshad pa
ltar）という意味になる。
dga’ ba byed kyi skyed tshal bcom「ラーマナの花園を破壊した」　鹿の角やひづめなどで花園を
破壊したという意味である（’Bab stegs 67.19f.）。
Z"`o5%T`o<F`=o=do<HdIoO V<Zo;=`n n






57d: H|<Zo ] Σ; H<Zo Thimphu. Sb=Zo ] Σ; <Sb=o Thimphu.











gdon tshogs kyi chu ’dzin sgra dbyangs g-yo ba can「うなり声を鳴らして震える雲（水を保持する
もの）という悪霊の大群に満ちていた」　シーターの心が悪霊に取り憑かれたという意味である。
「うなり声」（sgra dbyangs）は雷鳴を意味する。シーターの口から発せられる、ありとあらゆる粗
暴な言葉（tshig rtsub）を表す隠喩である（’Bab stegs 69.3ff.）。
ro ’dzin glog gi gzhu「電光の弓である舌（味を捉えるもの）」　シーターの舌が「電光」に喩えら
れ、さらにそれが「弓」に喩えられる。二重隠喩の構造になっている（’Bab stegs 69.19f.; Dgongs
rgyan 66.11; KĀ II 93）。雷雲の中にうごめく弓のような電光から矢のように鋭い稲妻が発せられ
るように、シーターの口の舌から矢のように鋭く耳障りな言葉が発せられたのである（’Bab stegs
69.5ff.）。
ri dwags ’di zungs「この鹿を掴まえて下さい」　シーターが鹿を欲したのは、その肉を食用にす
るためか、もしくは皮を装飾品として使用するためである（Track 14, 5:30）。












58c: <\ HoKDc=oI`o Σ; L2F=oTKDc=o>Io Thimphu.










例の提示（don gzhan bkod pa）を通じて、次に自在者ラーマナが「一房の髪」に固守することなど
あり得ないという事実が対比的に語られる（Track 14, 14:15）。












'MoL1FoHL=oJdT`o<8q oM?d<oWoZ DcHo7q oRdT`o9Kd o>Io<dMoJT`oT2FdZoT; ?dVo0>d<ZoLZ VHoM2FdIoJdVo
! ^Vo>cZoGdZn n
1>coMT`o.W oL)U<ZoKD<oJoWoRdIoA`oMT`o?bo,!IoMcoFd<o6qZoTH`VoV`oH |<ZoWbZoWo=WoLo<K cVn n
HI`oMcHoXcWo!=`o)T<o=dZoWo?<ZoVLoL1FT`oJHoOWoJ`Vo! =`oV`oMdoLb=oLT`oT2FMoJoAMZoZdoWdn n
59b: ZDcHo Σ; Z D`Ho Thimphu.
59c: V`oH |<Zo Σ; V`oH<Zo Thimphu.










gang yang　関係代名詞 gangは同じ詩脚にある’diと相関し、mna’ yi bka’ mchid utpal sngon po’i
phreng「誓いの書状という青いウトパラ蓮華の輪」という名詞句の内容を指している（’Bab stegs
71.9ff.）。






rnam bkra dbang po’i gzhu mchog la sred...「色とりどりの虹（インドラの最高の弓）を欲しが
る…」　作者は以下の別事例の提示（don gzhan bkod pa）による譬え話を通じて、女の言葉に従っ
て行動することが困窮（phongs pa）や苦難（ngal ba）の原因になることを暗示している（’Bab stegs
71.12f.; Dgongs rgyan 68.11）。複数の比喩（mang ba’i dpe）を重ねて構成された縮約表現（bsdus
brjod, *samāsokti）である（Dgongs rgyan 69.7ff.）。












zhe sdang chu yis khyer ba de「怒りという河に流される彼女」　シーターは、ラーマナに鹿を捕
まえるように求め続けているにもかかわらず、彼が引き受けようとしないので、激しい怒りを覚
えている（Mun sel 125.15f.）。









McoWd=oTP TIoWoL<?YWo;= oTOWn n
61a: $coLdZo ] Σ; $coLdo Thimphu.
61b: LSb=o ] Σ; <Sb=o Thimphu.
61d: )UoMdo ] Σ; )UoWo Thimphu; )UoMdVo Bkra.







rje bos ri bo la ’dzegs pas...「主人（ラーマナ）が山の上に登っても…」　ラーマナが鹿を追って
も、それは実在の鹿ではないので掴まえることはできないということを言い表した縮約表現であ
る（Dgongs rgyan 71.6ff.）。
khro chu ’khyags pa’i gzugs brnyan ’dzin...「青銅の液を固めて作った鏡（影像を捉えるもの）を…」
　青銅の液を冷却し、固めて作った鏡はとても重たい。わざわざそのような鏡を使って自分の顔
を眺めてばかりいる女が、夫に向かって空に浮かぶ鏡（月）を取って来るように要求するならば、
彼女は恥知らずな女（bud med spyi brtol can, ’Bab stegs 73.8ff.）であるか、もしくは思慮の乏しい
女（ci bsam ’di bsam med pa, Mun sel 127.1f.）であろう。シーターの頑迷な性格を表現した詩的空
想である（Dgongs rgyan 71.8ff.）。gzugs brnyan ’dzinはサンスクリットの chāyāgraha「影像を捉え
るもの」に由来する表現。me long「鏡」を意味する詩的語彙である。
nam mkha’ yi me long「空の鏡」　月（zla ba）を意味する。「空の鏡（月）を取って来い」という
言葉はラーマナに対する無理な要求を表している（’Bab stegs 73.11f.）。
bskul kyang ’tshal「命じることもあるようだ」　ジャバの註釈では bskul kyang srid「命じることも
あり得る」、bskul pa’i skabs kyang yod nges yin「命じる場合もあるはずである」と言い換えられる






62b: ;?`oH<o ] Σ; ;?`MoLH<o Thimphu.






rol rnyed ma ni nga ro can「シーターは何かとわめき散らす女であった」　所有接辞 canで表現さ
れるシーターのこの行動は一回限りのものではなく、習慣的に行われていたのであろう。彼女は
荒々しい言葉のわめき声を大袈裟に撒き散らすという性質の持ち主（rtsub mo’i tshig gi nga ro ches
cher sgrog pa’i bdag nyid can）であった（Track 15, 1:30）。








O T<oMHT`o9 q<Zo;=`ZoTLcIoH<oKb< n
63b: V`oH |<Zo ] Σ; V`oH<Zo Thimphu.





ri dwags bzung bar ma nus te「鹿を掴まえることもできぬ内に」　シェルシュルワはma nus te「で
きなかった」を、ma nus pa’i sngon la「できぬ内に…」という表現で言い換えて註釈している（’Bab
stegs 74.19f.）。ジャバは bzung「掴まえる」を sems kyis ’dzin pa「把握する（＝心で捉える）」とい
う意味で理解している（Mun sel 129.6f.）。












75Sa skya legs bshad 74 (cf. Davenport 2000: 77): blo chung sems la khon ’dzin can || gnod pa bas kyang rnam
’gyur snga || khyi ngan dgra bo mthong ba na || rmugs pa’i thogs mar ku co ’don ||
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blun po las ni mkhas pa su「愚者よりも上手な人は誰もいない」　ラーマナの正しい言葉に耳を貸









66b: Hco ] Σ; <K co Thimphu; HcZo Bkra.
66e: TdLZo;= `o ] Σ; TdHo;= `o Thimphu. TdHo?cIo ] Σ; TdLZo?cIo Thimphu.








rta gdong me「ヴァーダカ・アグニ」　サンスクリットの vād. akāgniに相当する単語。南方の海底










A`oMo<RdIo7qT`o0 >d<ZoT2F doLT`n n
V`oH|<Zo2F `LoMoLR`Io6qoZd=on n
67a: V=oA`Ho ] Σ; V=o<`Zo Thimphu.
67b: 9q<o<`Zo ] Σ; 9 q<Zo;= `Zo Thimphu.
67d: T2F doLT`o ] Σ; T2F doLo Bkra.










nyi ma gzhon nu’i phyogs「若者の太陽がいる方角」　昇った直後の太陽が存在する東の方角のこ
とである（Mun sel 135.19）。あるいは、nyi ma gzhon nu ’gro ba’i phyogs「若者の太陽が向かって行
く方角」、すなわち太陽が沈む西の方角を意味するとも考えられる（’Bab stegs 77.4f.; Dgongs rgyan
77.4f.; Mun sel 135.20）。
ri dwags grib ma bzhin du song「鹿の後を影のように付けて行った」　ラーマナはまるで鹿の影
のようになって、鹿の後をついて行ったという意味である。諸註釈は「鹿は影（が消え去るの）と
同じように消え去った」、すなわち幻の鹿が瞬時の内にラーマナの前から姿を消したという意味で
理解する（’Bab stegs 77.5f.; Dgongs rgyan 77.5ff.; Mun sel 135.21f.; Track 15, 17:50）。しかし、その
解釈を成立させるためには、第三詩脚の末尾に置かれた de「彼が」が意味をなすように、ri dwags





AA Abhisamayālaṁkāra (“Maitreya”): see AAĀ.
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KĀ Kāvyādarśa (Dan. d. in): O. Böhtlingk ed. Dan. d. in’s Poetik (Kāvjādarça). Leipzig: Verlag von H. Haessel.
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A Study of the Rā ma n. a’i gtam rgyud:
Introductory Notes and an Annotated Translation of the First Part
NEMOTO Hiroshi, RGYA YE BKRA BHO
This article contains an annotated Japanese translation of the first half of the Rā ma n. a’i gtam rgyud
(The Tale of Rāman. a), an ornate epic on the story of the Tibetan Rāmāyan. a, written by the Dge lugs pa
scholar-monk Zhang zhung chos dbang grags pa (1404–69). The story of Rāman. a (Rāma) and Sı̄tā is
well known in Tibetan literary tradition. It first appeared in the Dunhuan documents that were written in
circa 800 CE; and since then it has been told in many Tibetan literary works up to the present time. One
important work among them is the summary of the story found in Dmar ston chos rgyal’s commentary
on the Sa skya legs bshad, written in the thirteenth century. The framework of Chos dbang grags pa’s
story is based primarily on Dmar ston chos rgyal’s summary. The Rā ma n. a’i gtam rgyud is rich in its
usage of poetic ornaments (rgyan, alaṁkāra) and poetic vocabulary derived from Sanskrit synonymics
(mngon brjod, abhidhāna), both of which are essential elements in the vivid depiction of each character’s
mental states. What is also of interest is its compositional style that is reminiscent of the Gaud. ı̄ from
eastern India. For instance, Chos dbang grags pa prefers highly exaggerated expressions, which are
characteristic of the Gaud. ı̄ style. Many of his verses are incomprehensible without the knowledge of the
Sanskrit literary arts. This however does not mean that the Rā ma n. a’i gtam rgyud is merely an imitation
of Sanskrit literature. Chos dbang grags pa’s creativity does occur in his profound expression of human
sentiments as well as in his view of worldly affairs presented from the Buddhist perspective.
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